
　

認
知
症
は
、「
も
の
忘
れ
」
や
「
判
断
力
の
低
下
」
を
伴
う
脳
の

病
気
で
す
。
周
囲
の
家
族
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
本
人
も
自
分
の

変
化
に
戸
惑
い
、
混
乱
し
ま
す
。

� 　

認
知
症
は
、
原
因
に
よ
っ
て
は
治
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
薬

に
よ
り
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
根
本
的
な
治
療
が
難
し
い
場
合
で
も
、
正
し
い
診
断
を
受
け
る

こ
と
で
病
気
に
対
す
る
心
構
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

� 　

「
あ
れ
、
何
か
お
か
し
い
？
」
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
専
門
医
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

����� 　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
介
護
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

�

・
同
じ
事
を
何
度
も
言
う
・
問
う
・
す
る　
　

�

・
し
ま
い
忘
れ
置
き
忘
れ
が
増
え
、い
つ
も
探
し
物
を
し
て
い
る

�

・
料
理
・
片
付
け
・
計
算
・
運
転
な
ど
の
ミ
ス
が
多
く
な
っ
た

�

・
約
束
の
日
時
や
場
所
を
間
違
え
る
よ
う
に
な
っ
た

�

・
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た

�

・
趣
味
や
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
に
興
味
を
示
さ
な
く
な
っ
た

�

「
社
団
法
人　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
作
成　

　国民健康保険（国保）への加入・脱退の届け出が遅れると、保険税をさかのぼって納めた

り、いったん医療費を全額負担したりするなど、トラブルの原因となります。どんなときに

届け出をしなければならないかご確認ください。14日以内に忘れずに届け出をしましょう。

他の市町村から転入してきたとき

�職場の健康保険の被保険者でなくなったとき

�職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき

�子どもが生まれたとき

�生活保護を受けなくなったとき

�外国籍の人が加入するとき

�他の市区町村へ転出するとき

�職場の健康保険の被保険者になったとき

�職場の健康保険の被扶養者になったとき

�生活保護を受けるようになったとき

�死亡したとき

�外国籍の人が脱退するとき

�住所・世帯主・氏名などが変わったとき

�修学のため、子どもが他の市町村に居住するとき

�被保険者証をなくしてしまったとき

�

�

�

�印鑑・転出証明書

�印鑑・退職したことがわかる証明書など

�印鑑・被扶養者からはずれたことがわかる証明書など

�母子健康手帳・被保険者証・印鑑

�保護廃止決定通知書・印鑑

�外国人登録証明書

�被保険者証・印鑑

�国保と職場の健康保険の被保険者証・印鑑
�

�保護開始決定通知書・被保険者証・印鑑

�死亡を証明するもの・被保険者証・印鑑

�外国人登録証明書・被保険者証

�被保険者証・印鑑

�被保険者証・在学証明書・印鑑

�身分を証明するもの（免許証など）・印鑑

国
保
の
被
保
険
者

に
な
る
と
き

����
�

�

国
保
の
被
保
険
者

で
な
く
な
る
と
き

�

そ
の
他


